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主

/、
。
富
一
音
一
掃
部
活
動
総
括

(
実
)

は
い
)
め
に

労
術
者
主
体
で
職
競
馬
遼
五
対
台
ヒ
ラ
ク
ヒ
い

ク
万
四
の
申
で
、
私
↑
に
ち
ゅ
愛
十
九
沿
筒
ザ
閣
を
℃
、
対

元
之
い
る
。

』

M

の
数
に
買
主
一
致
蕊
件
、
斎
の
更
遅
し
き
仲
)
ヰ
d
J
り

収
・
丈
夜
九
れ
刊
の
mv
善
ヤ
岡
山
道
ト
転
判
向
巳
ザ
穆
産

主
宏
一
口
お
↑
ロ
ボ
ム
幅
削
ち
く
V

に
す
可
能
怯
ち
あ
り
元
る

と
い

2
m一
大
口
岡
留
に
あ
方
々
、
汀
ヒ
芳
、
文
る
。

き
が
し
け
情
況
亡
、
私
仁
一
ち
の
ま
宅
'
ヒ
権
利
を

、
守
る
に
ゆ
ほ
き
し
沿
っ
れ
ば
た
・
り
一
対
い
の
対
と
い

か
ニ
ヒ
ぱ
川
嘉
創
に
商
わ
れ
ズ
い
る
ヲ

レ
乞
「
じ
爪

Q
、
生
産
を
上
げ
れ
ば
、
料
開
ベ
い
ヒ
い
み
・乙
ヒ

ド
に
け
で
ゆ
い
却
は
。
き
似
し
い
不
沼
4
4
'

」
主
意
実
記
め

る
こ
ヒ
言
、
り
浅
し
山
口
問
通
に
あ
る
。

ν
?

の
託
、
つ
時

崎
支
出
、
私
↑
に
ち
ゼ
げ
で

G
Jお
く
思
只
数
千
件
の

倒
産
下
に
あ
る
将
杓
者
、
大
企
業

aE儲
均
台
設

代
で
あ
る
、
議
官
市
経
営
で
酷
使
さ
点
て
い
る
野
内
議

ヒ
ち
什
文
通
し
て
い
る
で
宇
都
ろ
っ
。

さ
ぴ
レ
、
い
鼠
麗
に
あ
る
狩
術
者
の
笠
一
浩
ヒ
権
利
刊

を
守
る
州
、
一
き
総
惑
を
Q
じ
の
じ
し
主
将
物
組
合
同
W

山
府
内

w
、
八
百
強
化
在
‘
つ
け
人
収
泊
以
川
、
り
民
げ
納
漏
え
村



ば
襲
来
ガ
ヒ
お
る
ヒ
い
み
芝
浦
凶
で
将
桁
戦
後
の
袋

一
を
進
め
之
ハ
る
。

数
ザ
集
っ
て
も
一
人
一
人
の
岳
噴

i
会
環
代
に

立
白
川
う
と
い
う
品
目
曽
ザ
芯
け
れ
ば
生
活
も
守
れ
。

け
必
ぽ
寸
行
」
に
も
芯
け
元
お
い
の
ゆ
旨
織
の
こ

ヒ
で
あ
る
。

遂
の
よ
闘
っ
一
括
将
仇
組
台
変
幻

r否
右
証
り
の
動

』

.寺
、

ν
宏
し
互
到
来
の
波
動
化
、
鈴
木
曽
突
安
肉
溜

に
迂
る
軍
事
強
化
コ
愛
国
、
王
一
義
」
の
罵
穂
宣
伝
と

は
い
、
つ
夜
勤
約
機
茨
ヒ
私
セ
ち
の
再
建
斗
争
も
怒
壌

培
つ
い
回
以
川
け
の
あ
る
こ
と
。

従
う
之
当
う
し
た
崎
茨
を
ふ
造
、
丈
、
私
た
ち
の

高
鳴
部
活
動
的
総
括
を
叫

m
gの
笠
治
ヒ
権
利
を
守

る
犠
ヒ
し
乏
会
間
関
で
突
有
代
し
史
、
ぃ
。

円
以
内
工
白
ヘ
四
つ
め
¥一h
むノ

ふ
か
小
十
+

l

/

仁
〉
乞
つ
f
tL
¥

一
、
高
官
斗
ザ
町
長
習
を
き
る
ま

J

汗
J

い
の
あ
る
戦
潟

を
/
婦
人
の
生
活
ヒ
権
利
の
向
上
を
/

一
誌
の
遅
配
以
降
、

E
4冶
不
内
対
ば
N

全
職
場
を
お

追
い
、
全
体
一
二
十
数
告
の
伸
郎
げ
治
じ
訴
の
議
場
崎

、
こ
れ
き
2.苦
鳴
を
候
に
し
之
を
全
人
鼠
出
関
係
を

も
ふ
り
初
‘
リ
碓
Jm
て
、
い
二
三

誌
の
こ
と
ゆ
奇
埼
柄
拘
何
者
に
も
忠
じ
不
存
声
写
守

、
文
在
。
ヒ
リ
わ
け、

』t
h
w
吋
柄
拘
偽
者
岱
不
支
ヒ
パ
M

わ

取
否
時
代
で
も
ザち
さ
を

寸
・喪
リ
物
い
に
否
き
志
奈

件
弓
存
在
寸
る
の
で
あ
け
、

文
、
悪
一
帝
位
割
、
愛
桝
対

怖
の
き
引
い
し
い
境
術
祭
件
ヒ
乞
合
口
い
ま
っ
と
一
一
一
名

の
崎
市
制
ザ
磁
・似
て
パ
ハ
つ
定
。
連
合
議
鳴
の
広
眼
底

q
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遅
配
に
も
ヒ
ゆ
片
山
れ
る
が
、
十
二
再
三
自
に
憲
一
斗

蔀

etω
町
会
に
集
っ
・
た
の
対
三
名
ヒ
ハ
、
ク
事
に
も

仲
南
市
内
保
の
宥
さ
ず
あ
、
り
わ
れ
乞
、
い
る
対
ヒ
思
‘
0.

こ
の
幸
内
崎
、
者
間
等
で
い
わ
れ
て
が
き
商
誌
の

停
守
化
ヒ
悔
い
靭
係
で
ゆ
心
地
対
ろ
う
甘
し
し
寿
美
る
。

す
打
ゅ
の
ち
趣
味
に
あ
っ
花
暮
し
の
私
生
議
士
川
崎

部{で

、
収
A

八
、
狩
伐
詩
山
問
、
環
境
向
題
、
、
社
会
、
福

迭
に

O
不
翁
が
あ
る
ガ
改
革
し
?
?
づ
と
す
る
務
藁

す
ね
く
あ
き
ら
め
る
。

し
宏
、
っ
し
い
同
意
識
ザ
奮
買
の
大
多
数
を
一
不
必
答
申

で
、
今
回
の
遜
配
等
の
生
靖
子
守
介
、
り
職
場
を
硲

パ
三
一
市
1
y
z
友
却
に
し
芯
け
れ
ぽ
治
、りい》パ判。

す
い
地
わ
ち
、
狩
付
九も
に
し
之
、
ど
の
よ
う
お
ま

を
元
安
)
苛
る
の
官
。
↑
初
歩
、
い
け
崎
、
的
対
伐
者
施
受
の

内
科
鼠
意
識
也
、
リ
、
団
結
と
い
っ
主
事
に
つ
い
て
の

民
営
が
埼
け
取
ば
表
情
斗
ゆ
定
誉
寸
る
こ
ヒ

Q
換
し

¥-) 
o 

交
の
車
両
耳
命
保
守
代

i
私
主
活
定
治
宝
i
知羽織

ぎ
ら
い
の
意
識
に
く
い
込
走
、
白
蛍
在
、
つ

Gγ
す

叡
へ
一
携
を
様
々
に
つ
く
け
い
に
オ
こ
と
ザ
よ
け
、
を
め
ら

レ
?
ク
レ
ず
に
変
換
を
仲
先
輩
雨
対
仇
考

に
出
W

A
等
や
江
人
賓
の
き
世
舞
台
〈
の
参
加
の
談
得
寄

ポ
之
い
七
℃

ヒ
{
活
動
し
て
き
柱
。

し
常
し
、
車
問
耳
義
的
共
通
的
問
題
と
し
て
誌
世
敵

さ
れ
て
い
怠
汁
ヒ
い

μ十
分
で
あ
っ
柱
。

レ
欠
点
目
佼
官
民
ガ
偲
却
で
伶
き
す
け
ス
ヴ
縄
自
対
務

い
と
い
、
ヴ
幸
に
章
表
わ
れ
て
い
モ
奉
ち
辛
口
治
、

匁

極
的
翻
に
ち
T
ハ
η
与
改
鮮
に
対
け
て
パ
い
た
の
亡
。

ス
)



川
憎
い
〈
勾
ヒ
考
文
否
。

一
史
に
栂
人
命
生
活
ヒ
得
利
の
陥
上
に
も
ヒ
け
く

め
ず
、

八
十
一
足
・
に
応
掛
背
中
・
本
お
け
を
申
ぞ
」
め

xw努

対
き
し
対
け
れ
ぽ
弘
、
り
お
い
唱

二
、
組
合
二
十
誌
の
斗
い
の
口
急
に
ぎ
び
、
失

高
毘
併

π
術
者
ヒ
の
団
絡
を
誕
認
め
よ
み
/
.

脅
耳
鶴
田
砲
の
丈
多
数
対
七
十
五
日
の
市
川
事
本

8
官
制
会
変
化
攻
撃
以
一
碕
に
組
組
合
濠
ヒ
芯
け
、
稔

っ
て
支
述
元
針
で
あ
る
職
場
再
逮
の
斗
、
い
〈
一
三
i

分
率
最
等
〉
を
建
等
し
に
く
い
溢
が
あ
る
。

愛
に
ゆ
平
均

R
今
回
十
七
支
の
組
合
事
ヒ
富
岡
R

K
の町、
γ
ヨ
ア
を
少
お
一
町
、
句
ず
蘇
芳
し
、
女
丸
を

采
約
る
と
間
鳴
に
主
誌
に
詮
け
否
叫
党
議
喝
の
課
題
ち

確
認
し
乙
ゆ
く
ヒ
い
み
立
す
ご

U
究
護
持
命
者
に
事

/へ会
b
を
二
回
〈
こ

R
T
私
自
、

、一A
R
二
十
ハ

hu〉

に
わ
た
っ
之
期
侍
し
た
り

ヤ
一
回
崎
、
飽
食
結
成

L
大
三
喬
斗
k
s
v

御
用
代

↓
斗
寺
内
回
復
↓
台
回
総
合
理
代
↓
噂
揚
再
建
ヒ
パ
ド

う
品
川
川
以
で
認
さ
れ
主
唱

斉
延
部
震
に
と
っ
と

G
寸、定
時町
八
九
じ
あ

っ
之
時

い
よ
み
芯
も
の
ド
ヒ
吋
寸

一
一
謝
期
の
う
ち
帰
宅
し

て
寝
る
の
が
二
三
一
一二
世
」
ヒ
い
み
程
像
を
綿
花
寸
ス
・
d

労
伐
条
件
に
樹
、
丸
一
ね
が
内
全
国
金
援
の
、夜
を
-Bヴ

。

て
雪
-V

に
歴
史
。

-乏
し
之
、
永
一
一
一
脅
え
数
作
抗
争
に

寸

御
用
級
会
L

に
芯
リ
一
石
町
、
与
も
、
資
本
の
攻
撃
を

昏
斤
体
験
す
る
と
い
っ
嘗
一
室
G
教
討
を
と
っ
乙
組

合
。
資
本
ヒ
対
設
し
活
け
れ
は
芯
、
り
お
い
。

せ
ム
活
ヒ
世
情
対
を
守
リ
、
拡
大
す
る
労
仙
川
〆
稜
令
じ

4 



し
て
葱
斗
さ
ん
m
之
き
守
山
川
底
豆
与
時
軌
を
キ
…
u
宍
こ

さ
れ
た
。

し
乏
し
て
隠
時
に
参
加
さ
れ
た
実
輩
労
約
惹
汁
ら

Q
、
窓
期
的
立
蕊
で
あ
っ
色
ヒ
』
辞
mw
さ
れ
色
。

組
合
活
敢
に
於
い
て
き
耳
む
と
執
行
部
と
の
~
話

し
合
い
ゆ
あ
フ
て
・
走
、

要
埼
組
合
同
認
し
L

の
組
合
活

論
+
品
川
ω
ヒ
し
も
「
旬
、
交
永
ザ
少
裕
ぜ

っ

た

す

に
噂

ぜ
判
M
O
G
ぃ。

同
時
に
労
幼
時
山
間
の
一
二
十
〈
対
一
込
長
、
、
遅
配
ヒ
け
い

み
さ
ず
し
け
い
鼠
百
三
』
河
湾
軍
抗
告
ザ
ヒ
ヒ
元
少
叡

を
4

で
注
+
定
的
中

N
の
一
担
を
に
埼
フ
て
パ
い
る
環
構

で
埠
、
住
友
護
活
訴
も
支
誌
の
為
凶
阿
川
祉
を
も
付
文
脅
す

る

γ
一
歩
ヒ
し
乙
「
一

mJh会
」
〈
の
期
特
H
U
少
芯

オ
ο
り
ず
の
も
の
梓
あ
っ
ち
。

色
村
件
し
、
回
数
ヒ
悦
町
九
則
的
制
約
さ
道
府
斗
部
ず
級
官

会
A
W

度
変
主
総
否
、
あ
る
い
ロ
先
輩
の
意
震
に
耳
，

を
傾
け
ス
d
w
眠
時
で
去
わ
け
‘
職
場
一
翼
遠
の
イ
メ

1
・

ジ
を
字
ん
で
J

建
議
寸
る
¥
〉
ヒ
に
ゆ
苓
り
対
ぜ
っ

モ0
・一

一
一
、
党
域
共
斗
を
殺
め
¥
友
海
ト
ロ
の
斗
い
を
/
‘

職
場
再
逮
の
斗
い
Q
、
職
場
を
ゆ
川
に
斗
・
つ
¥
〉

と
ゆ
も
ち
ろ
ん
、
官
制
合
習
作
ヒ
い
の
裁
判
恥
刊
の

犠
討
を
対
ぬ
し
た
会
謝
礼
代
ヒ
し
て
の
聞
に
主
ま
な
い
事

で
あ
る
。

で
あ
る
対
ち
個
別
表
啓
肉
的
斗
パ
い
い
に
ウ
で
吋
隣
市

対
内
唱
で
で
か
‘
港
会
問
、
宝
金
の
数
多
く
の
破
産

、
側
、
務
長
轄
X
ト
モ
者
斗
し
乙
け
る
特
匂
し
こ
め
J

完
斗

お
く
し
乙
明
利

Q
M
ぃ。

ベJ



を
し
て
、
安
部
に
治
け
て
や
υ
宮
本
備
管
品
川
心
的

昨
季
の
荷
主
停
止
と
独
吏
参
議
。
.
注
意
と
権
利

を
守
ろ
・
ク
ヒ
す
る
腎
仇
脅
の
鴻
に
仁
円
ち
3

小
さ
げ
弘

当

--m
崎
、
争
議
下
で
斗
っ
て
い
る
以
内
村
杓
者
に
裳

過
し
定
政
で
お
け
、
夜
独
占
の
斗
い
埼
く
し
乙
宇
一

泡
と
権
利
Q
守
れ
-
Gパ
い
。

進
、
つ
ハ
ウ
長
考
文
に
た
ち
館
、
警
斗
に
霊

的
に
参
加

ι
ょ
う
と
い
ク
事
吾
、
鴻
人
濁
を
車
内

に
争
議
十
文
部
主
地
代
ザ

1
.ざ
け
R
m挙
偽
ヒ
支

持
即
肉
の
物
田
町
村
シ
仰
の
呼
ぴ
背
け
左
稽
議
関
に
行

け
ハ
刊
一
ザ

i
J
険
功
の
一
知
山
富
乏
に
ν
切
っ
セ
。

山
口
ず
!
の
議
坊
は
、
少
お
〈
む
パ
い
捻
、
川
崎
の
寸
オ

げ
斗
ャ
ン

L

に
守
J

い
品
川
内
習
う
、、
資
盆
芝
作
る
ヒ

ρ
け
い
う
こ
と
い
ぬ
け
，
芯
ぽ
匂
〈
、
凶
明
ヤ
穫
し
之
と
ν
生
活
在

、
守
苔
た
め
に
J

暗
殺
る
組
合
す
あ
る
と
ヒ
乏
如
ち
し

め
?
に
畠

向
削
除
に
多
〈
の
特
産
湖
、
浸
透
労
t

教
組
仙
の
楊

人
ヒ
の
ふ
父
ム
市
内
し
し
議
令
国
の
争
議
張
、
部
の
斗
パ
N
E
h
m

Q
し
め
る
ぞ
検
に
芯
っ
ト
い
い
寺
Q
一
割
侃
胞
に
同
盟
す
る
一
端

人
部
活
動
で
あ
フ
主
唱

念
一
同
一
晃
訴
で
内
川
、
独
'h

自
に
活
け
を
し
て
い
る
大
志

区
の
B
主
住
金
穏
の
火
事
由
民
寝
.
い
の
首
、
玉
村
、
/
川
町
、

筏
寝
室
内
V

M

ヘ
に
護
軍
の
修
理
に
薄
日
+
支
援
を
行
っ

之
さ
柱
申

U
脅
し
て
、
一
一
了
三
O

車
部
斗
-
来
日
桶
連
海
布
き
へ
の

自
主
的
令
如
、
思
・

-
O
巻
弓
審
議
叩
連
茨
怒
集
会

に
港
会
憶
で
可
後
一

mwS主
豹
参
加
ヒ
し
之
全
大

販
の
雪
う
の
一

m
Rを
に
一
す
て
き
た
e

6 
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‘金

言
、
五
・
一
メ
ー
デ
ー
に
Q
労
A
N
家
集
を
つ
く

リ
、
fr

ょ
r
v
z
d
-
h
m
ゆ
で
内
閣

JM
〈
、
党
知
事
磁
の
驚

最
に
+
e
A
リ
‘
糾
札
蹟
茎
と
な
一
味
室
内
/
・
斗
ペ
れ
を
つ
〈

リ
ぢ
し
た
。

四
、
三
室
怠
芝
崎
じ
め
と
す
る

夜
接
対
合
計
斗

ρ
に
参
加
し
J

・
つ
/

一
二
警
援
i
原
平
方
乾
電
E
K

対
の
斗
い
喝
、
寸
箇

ぽ
思
」
ヒ
パ
い
、
の
名
の
る
ヒ
に
、
党
塚
、住
ロ
代
の
惹
箆

ε

肺
魚
沼
司
し
、
也
市
淀
乏
演
、
植
家
宅
環
容
を
奮
寸
い
さ
る
た
め

に
す
的
品
中
る
述
像
、
マ
ス
ヨ
ミ
委
案

i
b惇
お
も
さ
・

ゼ
し

m攻
撃
ヒ
の
斗
パ
い
で
あ
る
。

νぇ
i
m
u
、
倒
産
ヒ
ぃ
、
ク
名
否
、
職
場
を
奪
わ
し
爪

ス
ザ
こ
と
ヒ
竣
し
之
穏
期
判
係

t
Q
M

ゆっ

一
定
に
。
私
↑
r一
ち
が
現
在
の
寸
一
物
の
警
さ
」
の
市

で
等
し
て
い
る
汁
、
〉
ぞ
れ

Q
aネ
ぜ
ア
ジ
ア
へ
の

経
走
.
侵
略
に
ぶ
つ
プ
長
リ
立
勺
之
い
る
車
ず
を
官
え
る

ヒ
き
に
、
忘
却
鮮
の
人
々
ザ
宣
奉
独
穂
村
副
側
、
口
代

主
代
臨
苛
主
‘
ヒ
寸
対
包
品
目
立
」
五
汁
品
川
げ
て
今
春
ゆ

じ
皿
仰
に
後
一
十
人
伐
』
ヒ
パ
い
犠
牲
を
盆
し
お
が
ら
ま
ん
叫
川

雄

R
b持
作

到

3
き
で
士
戸
刊
に
オ
に
さ
け
ん
で
の
る
。

援
し
之
、
現
在
盆
大
中
央
芝
Q
じ
め
二
十
数
J

令
官

の
人
々
が
肉
札
予
稿
菜
'
‘
f
w卑
え
ア
ヅ
ヰ
γ
一
げ
で

一
役
刑
の
倉
険
に
さ
月
・
さ
断
て
い
る
。

私
モ
ち
は
包
獄
妻
帽
の
斗
凶
を
た

U7
り
さ
}

い
も
け
似
ぜ
沿

G
一括パい。

H
u
h
利
息
渇
噛
棺
¥
否
権
吐
力
的
可
寸
い
号

、
ぉ
・
一
ハ
受

海
識
の
託
銀
膜
一
島
会
の
今
加
、

8
・
一
九
頭
録
-uA
却べ

三
ヒ
、
鮫
一
に
-
連
帯
す
名
工
販
象
台
へ
の
管
旬

、
五

ワ



e

二
五
、
一
一
一
容
様
相
府
捻
集
会
を
選
会
織
の
仲
匂
し
し

誌
に
斗
っ
て
き
色
。

以
上
、
様
々
芯
集
念
に
参
加
し
之
き
た
が
、
ネ

分
に
車
問
場
棒
肉
古
美
右
ル
刊
さ
臥
て
い
お
い
と
ど
。

今
始
以
純
一
課
題
で
お
ス
ご
っ
す
ヒ
考
壬
9
0

五
、
活
動
に
つ
い
て

以
上

4
つ
の
ふ
ロ
針
仁
左
V

ヒ
ヴ
ノ
久
活
動
に
つ
、
い
て

事
前
k
m奴
寝
食
を
も
ち
、
で
き
る
が
}
げ
意
高
愈
一

を
行
山
村
、
更
に
は
金
賀
集
会
を
も
合
也
て
蜘
開
催
し

て
き
セ
。

文
、
活
品
肺
移
告
Q
志
向
成
制
事

hw
に
・
ヒ
ピ
ま
ら
ず
支

務
室
係
〈
命
救
脚
勘
定
い
、
ヴ
奉
で
、
意
dw検
甑
明
紙
寸

巷
密
主
g
t
行
し
、
で
き
3
ぜ
ぎ
は
ー
の
報
告
乏
し
之

。
き
セ
?
し
好
し
、
毎
同
一
巳
需
の
ゲ
l
ス
ち
、
功
一

十
分
ー
と
は
い
又
む
の
。

又
、
金
口
R
A
菜
食
ヒ
つ
い
℃

tv
、
?
き
3
A円
ギ
一
づ
期
健
を
定
y
し
、
意
町
場
添
口
同
誌

者
同
誌
の
徐
一
を
な
サ
る
・
島
常
ザ
泌
餐
A
N
k
h
芯
ラ
。

八
十
足
腰
佼
賀
、

+
品
向
日
琢
長

副
部
長

警
警宮
被
高I}

E 
秀襲
ぜ1
警?

イ存 礎
議J1.占

務
人
人
事
長
、
中
川

鋭
部
長

a; 

山
首

新
者
一
民
都
蔓

一
丈
一
年
〈
一
日
〉

一半裁

敏
彰
(
℃
同
〉 華

が
加
重
己
一
退
職

B高
秀4ろ

官
寄
与

寄
竜
王
d

2三
百

洋
一
一
一
ハ
一
日
〉

8 



心

τ・
、近著庁
予ヱ 井話林

谷
l&t 遜

育鼠1定議
司

』
丈
夫
正
究

hR吉
宮

保

を
ハ
込
村
、
組
合

-m説
明
い
豆
右
R〉

ハ

ν加
吋
、
純
一
合
加
賢
明
は
い
ヰ
戊
同
ゾ

〈

V

ゐ
村
‘
組
合
知
恵
裕
司

T
R
V

(
忽
句
、
袋
合
加
湿
刃
一
1
5
何
)

(
%
付
、
組
合
加
噴
出
荷
廷
は
開
)

(

W
伊
付

活
動
日
誌

十
一
時
一司一

B
・
青
噂
加
町
大
金

五

8
‘
科
「
付
利
一
作
(
一
ニ
一
宝
塚
ザ
丈
ふ
遺
伝
主
怒
哀

さ
岡
崎
忠
奪
還
長
〉
逝
去
に
対
し
て
弔
義
}

を
み
ハ
ソ
静

ヤ
区

脊
説
明
命
賢
念
〈
す
こ

a
y
車
問
問
判
添
憲
一

招

w
人
務
官
骨
体

体
浜
集
会
ハ
浄
一
回
〉

斗
集
会
〈
M

才
一
回
)

二
寸
士
目
、
事
場
前
W
F
F
2
1

ス
夜
行

(γ
一
世
苛
)

4
1

一一同門

、J

一
包
、
場
合
前
町
支
部
玄
関
樽
部
品
れ
奈
者
全
議

五
包
・
率
向
精
「
お
町
宮
島
F

林
司
、
集
念
ハ
ヤ
二
回
》

さ
也
、
日
産
金
口
悦
安
部
に
ズ
奉
安
民
間
パ
ハ
・
行
シ
同

大一十
m
門
活
け
る
，

十
一
二
口
、
意
場
部
忽
要
会
ハ
、
ア
ニ
回
一
〉

十
九
回
、
意
鳴
静
恵
一
体
計
集
金
ハ
ト
・
~
一
回
)

ニ
十

=

Q
‘
資
端
部
ニ
ュ
ー
ス
ハ
子
ニ
警
v
g
h

行
。
場
合
寝
ら
ち
フ
き
子
計
一

9 
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木
田
、
前
野
、
芭
塩
崎
参
加
、
・
嘗
忠
弘
昨

t
N
E
会

同ハ
ド
日
‘
一
一
一
情
宝
塚
に
遼
務
寸
否
、
余
波
傾
き
H
位

仕
殿
、
巴
穂
参
加
・

二
十
一
日
、
県
忌
企
寸
三
党
内
斗
い
」

(

M

H

f

ー
安
行
香
)
布
、
夜
、
移
本
今
如

二
十
三
日
、
春
海
部
叙
普
賢
会
(
子
一
一
一
回
〉

こ
す
ハ
8
・
狭
心
差
別
裁
判
斜
務
・
民
事
実
表

事

e斗
犠
.
刻
、
文
館
m
h持

R
集
会
i持
制
齢
制

=ァ

?
8
・

紘
議
参
加

丈
篠
巻
斗
車
問
晃
棒
人
情
吠
賠
き
i
M制

野
、
ゆ
川

、
‘
・
山
首
二
長
野
、
篠
弘

.. 
m 

一
~
ア
十
一
日
、
主
同
町
都
港
一
休
込
集
金
〈

γ
包
回
〉

同

-
意
』
耳
、
部
俊
漬
A
B
ハ
ア
一
回
)

十

S
十
一
日
、
労
相
齢
、
緩
め
右
翠
再
編
に
治
実

す
る
全
国
集
念

i
前
野

・
松
本

、

宮
崎
‘
ぁ
・
ホ
回
、
百
穏
特
級

葉
山
勢
加

十
五
日
・
奮
樽
鵠
Z

2

i

ズ
(
γ
3
高
対
〉
夜
行

十
大
日
夜
議
一
の
詰
レ
志
向
蜘
J
h

会
(
、
才
一
沼
)

十
亡
包

γ思
鼠
剣
道
警
捜
、
再
逮
ミ
奉
安
弘
詩
文

、設会

i
堤
ふ
‘

5
t湘
・
住
議
参
加

二
十
一
三
ぐ
J

二
十
四
日
、
会
金
大
減
免
卒
蜜
精
霊
m

集
会
1
新
奇
今
治

10 



只三
日
・

b
z
，盆
有
国
嗣
手
法
一
一
一
・
一
一
~
・空
念
l

白
喝
‘

作刊誌争ノ加

意
A
W
蕊
昼
休
引
集
会

(γ
三

g
v

一
一
守
二
回
、
念

R
R詠
仮
思
念
ヘ
半
一
二
凶
)

ナ
ニ
日

ニ
十
三
包
、
物
徳

v
h
1
ヂ
1

前
軒
、
志
満

将
位
麻

&v
・加

‘

ニ

す

五

日

、
車問
s
w
b
m
一
一
ュ
!
又
〈

γ
国
号
V

ご

す

大

8
・
こ
額
工
事
愉
阻
止
、
芭
百
人
妻
名
運

設
、
三
軍
一
接
被
告
の
奇
察
制
捜
粉

砕
・
福
山
家
虚
偽
得
、
心
主
砲
話
集
会
i

京
電
信
孤
島
乍
加

一
千
七
日
・
京
湾
繁
一
(
を
4

九
五
前
回
開
2
J

を

回
も
建
設
会

l
稲野副
4
7
恰

m 
R 一

g
-一
也
君
に
由
民
録
制
い
村

γ

び
騒
げ
る
。

十
巴
、
香
斗
玄
崎
将
選
或
・
お
奏
会
i
河
村
、
宮
崎

松
本
、
本
国
、
九
同
組
m
tザ
h
，

十
五
日
‘
去
貝
殻
笠
岡
歪
(
宇
一
一
一
臼
V

ヤ
ハ

8
・
喰
一
弘
会
コ
受
誕
の
記
録
」

1
怯
孤

中
川
・
心
、
百
‘
苔
也
苅
盆
智
治

十
九

hp
斡
鮮
の
ロ
庁
主
ヒ
A
純
一
に
連
帯
寸
る
丈

被害
i
暮
-
吾
妻
ノ
加

ニ
寸
回
目
、
宮
浦
添
復
忠
実
色
〈

?
-
E
B
)

一一

+tms犬
g

u本
復
勧
進
公
有

ニ申
1

五
当
、
を
誌
を
の
桜
塚
慢
悌
+
と
.ザ
ち
怠
る

七
1

t

h喝

住
漁
港
』
側
、
主
婦
魯

事
休
別
対
象
会
(

h

才

g
m叫
)

I J 



=
?
八
B
、
違
憲
〈
意
鳴
蕗
『
一
ュ

1
文
孜
湾
〉

政
執
行
(
五
き
)

五
日
ts、
港
口
捷
三
議
業
念
(

N
ザ
1

実
行
来
守
、

験
安
部
〉

i
宮
間
際
判
、
松
並
・
住
総
勢
加

十
七

B
、
も
買
春
銭
高
金
〈
寺
岡
包
〉

二
寸
目
、
被
旬
、
党
域
裳
当
公
麻
考
誓
念
i
主

包
‘
他
紘
今
品
川
‘

二
十
回
B
‘
巷
窓
〈
ヤ
大
切
さ
繁
符

二
十
五

g
、
ミ
霊
謀
議
減
、
主
念
i
R
間報・

A
込

、
守
ハ
同
町ヤ

ご
口
、
議
d
柳
川
僻
係
賀
会
(

U

7

・
ふ
れ

sd

ヤ
一
一
一
皆
、
上
也
奪
三

-K挨
に
夜
長
官
制
刷
、
夜
令
争

識
を
叶
一
ア
ク
来
努
算
金

!
E
灘
、
紘
一
系

士山
8

反
徴
兵
嵐
長
守
銀
、

B
寝
同
町
板
窓

帯
唄
品
集
会
!
志
虫
、
一
刻
材
、
信
議

百
瀬
・

二
十
日
、
志
一
均
一
院

(γ
七
考
〉
彰
行

二
十

-
U
B
‘
官
官
託
部
幹
蚕
侭
論
集
会
戸
す
五
回
一
J

二
十
ハ
也
、
来
慈
の
一
秘
主
蜘
〈
会
(
、
十
二

BJV

七

R 大
包
・
四
位
和
げ
ザ
!
予
ム
話
、
出
中
川

、
主
削
除
判

ψ 

松
本
、
作
孫
、

a
u
-
百掛川

T
Z
-号
、
奪
回
一部
符
事
会
ハ

γ一
公
邸
ゾ

十
ハ
日
、
意
湾
都
将
軍
令
(
ヤ
七
回
口
}

二
十
巳
、
菅
野
協
定
ー
す
γ
H
I

文
会

、
他
織
、

V

島
根
崎

a
，h初
、

工

十

⑤

h
H
-

、
憲
旬
、
R
W
悪
森
井
H

宴
会

12 



<) 

二
十
冒

8
、
友
環
彰
集
会
、

b
Aり
点
ざ
る
康
彰

ト
ム
崎
町
、
平
私
・
宙
飛
参
加

=
十
宮

8
.
稽
申
入
院
間
嶋
対
的

7
4
1
W
Lド
合
宿
、

大
路
協
定
鉛
女
亀
山
A
n
、
住
地
母
会
γ柏
崎

二
十
た

R-

金
大
中

-
B
b鴨
志
止
税
案
念
‘

-
士
、
田
舎
地

三
十
日
・

憲
司
、
専
喜
一
惚

ume萎
(
ヤ
七
鼠
)

百
回
目
、
ま
場
普
叙
警
合
ハ
ヤ
℃
h
w
v

十
一
官
、
巻
零
(
ヤ
ハ
警
)
夜
行

二
十
五
日
、
青
持
部
門
祝
賀
会
〈

7
ハ
毘
)

二
十
六
日
・
奇
川
崎
部
復
買
会

(
-
T
汽

回

ゾ

三
十
日
.
音
同
情
的
郎
何
償
資
会
〈

γ
十

回

)

九
日一

日
‘
玄
関
与
部
仔
員
会
〈

T
い
回
)

五
回
、
青
年
部
作
員
会
ハ
才
れ
担
)

ハ
臼

‘
音
械
部
作
口
員
会
〈

T
T
一
回
)

れ
臼
・
工
何
時
的
昨
日
付
員
会
(
ア
ナ
二
回
)

十
六
回

、

〈
-
芝
大
中
山
机
出
大
阪
府
灰
薬
会
!
佼
薙

山
田
引
か
/
加

一
軒
八
日

青
年
都
彼
震
宏
(
才
十
回
)

13 
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丘
度
青
婦
活
動
方
針
〈
案
)

臼
11'、主
i同
《員

6
月
の
衆
参
‘
ヲ
フ
ル
河
民
営
i
.
J

ち
叡
め
議
席
確
保
ど
い
・
つ
結
実
に
な
っ

k
・
ご
っ

t
k
中
で
、
新
た
に
戚
立
i
k
鈴
木
政
権
ぱ
・
獄

事
・
準
繍
・
払
判
事
立
法
ゾ
」
軍
暴
行
強
代
、
、
福
拡
ぎ
り

す
て
‘
噌
鋭
、
民
主
的
権
利
め
絹
明
書
ど
フ
ァ
プ
ゾ

'
ヨ
代
な
ど
の
点
ぜ
を
殺
の
J

担
ド
崎
小
涯
学
一
己
創

党

m
E定

導
入
か
、
り
憲
法
政
建
の
臼
や
習
を
い
ム
然
ピ
ム
一
一
口
い
放

っ
て
い
る
。

J
」
界
萄
事
」
の
時
代

必フ・
1

私
た
ち
は
‘
ご
う
し
伝
厳
し
い
士
一
情
肘
引
の
中

に
あ
る
。

L
か
し
、
ご
つ
し
仁
t
h

点
繁
ぽ
・
体
制
側

の
根
ざ
を
一
か
す
む
A
W

で
は
わ
ω
く
‘
そ
品
r

J

浸
で
あ
る
a

ご
め
閉
め
内
外
め
帰
戦
引
の
が
家
事
は
、

キ
の
撃

を
狗
語
噌
て
い
る
ど
ろ
フ
，

14 



国
際
的
仁
一
は
イ
ラ
ン
革
命
(
嶋
崎
町
斗
又
は
イ
ゾ

f
r

・
-
』
サ
を
打
倒
し
た
ニ
灯
ラ
ヴ
ア
革
命
(
官
迂
ワ
月
)

そ
t
て
韓
国
で

m朴
射
刊
紙
事
伴
か
、
わ
今
年
・

6
只
の

え
洲
の
闘
い
更
に
ほ

7
メ
リ

n
mイ
ラ
ン

7入

賞
奪
回
作
骸
L
H

蜜
皐
侵
授
の
矢
敗
、
マ
イ
ア
ミ
で

的
目
黒
人
皮
ホ

(
r
v
H
)
e
i
-
-
そ
し
て
・
国
内
的

に
は
‘
昨
迂
‘
白
只
突
の
内
警
松
吾
・
に
よ
る
初
日

閉
め
守
政
治
空
白
L

、
K
D
D事
件
、
釘
年
J

ツ
リ
リ
め

肉
閉
不
待
相
ま
の
依
立
、

:
:
i
v
u軍

ま
き
に
、
世
界
は
何
が
お
と
る
か
わ
い
り
吟
な
ド

ど
い
う
「
世
田
打
有
毒

ω
時
代
ム
ム
川
成
夫
)
に
λ

，
て
い
る
・
そ
L
て
.
ご
め
根
底
じ
は
.
日
本
資

本
主
義
主
包
む
世
界
資
本
主
#
弱
体
郁
の
危
婚
の
浅

ま
り
が
あ
る
.
す
な
わ
巧
斡
後
m資
本
主
夫
体

制
を
リ
ー
ド

t
て
き
た
ア
メ
リ
打
が
、
む
は
や
か

っ
て
抗
手
、
つ
に
「
ぴ
凶
行

ω
定一

k
f
と
し
て
の
行
主

む
十
つ
糸
川
く
か
7

て
川
る
摂
状
が
あ
る
。

ナ
リ
庁
、
又
μ
ド
げ
は
、
抑
圧
代
は
「
ニ
ワ
ソ
ン
シ

注

2

2
ヴ

門

A
T丘
)
「
オ
イ
ル
ン
ョ

V
7
1
(

宮
)

ア
ゾ
ヘ
リ
打
め
ベ
ト
ナ
ム
で
の
突
宝
綜
穴

そ

L
て

(
%
年
)
.
ご
つ
し
た
派
以
れ
は
・
ア

xリ
灼
帝
邸
主

主
裁
の
打
め
依
下
を
一
亦
ず
れ
V

め
で
あ
る
ρ

回
十
舎
に
お
い
て
わ
‘
古
制
ぽ
鷹
山
M
F
殺
に
よ
る
完
乏
し

に
い
?
ル
ジ
ョ
ア
支
配
め
時
代
が
w
w
L
り

2
J
r
s
v
h
J
 

η
l
』，
f
fレ

「
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ワ
レ
を
骨
子
『

reに
、
匂
尻
島
以

来
6
昆
つ
づ
き
の
長
期
不
況
め
自
白
ぺ
中
仁
あ
る
。

ご
う

l
f資
本
主
長
加
危
機
♂
夜
眼
と
し
て
、

mW

2.代
の
馨
峨
げ
に
あ
↑
に
フ
て
、
「
て
透
明
の
時
代
」

「
平
成
。
ま
恨
の
時
代
L
「

ω
お
い
は
手
渓
法
L

な
む
と

批
判
扉
・
マ
ヌ
コ
ミ
は
む
で
湿
ん
に
す
口
わ
れ
ι
・いめは

/5 



と
建
て
許
し
i
o

--
・
6
れ
i

，I
4
4
2
a
v

援
に
い
え
ぽ
.
お
丘
、
代
は
、
ヤ
ペ
三
世
界
人
民
め

船
頭
を
は
ビ
M
W
J

し
す
る
主
役
界
人
民
め
闘
い
が
M
m

制
す
る
時
代
で
あ
る

M
H
年
・
ド
ル
危
機
ザ
涼
S
リ
、
ア
メ
リ

カ
の
盆
保
有
請
が
仰
慢
ド
ル
ま
で
に
お
ち
込

ぬ附
Vん

石
代
め
仁
‘
こ
っ
ソ
ケ
丈
絞
場
は
盆
-

ド
山
笠
父
品
作
得
ょ
を
は
じ
め
‘

m
w
u
μ
A
W
紛
ト
詳

徴
主
め
申
告
柁

対
外
以
保
町
め

ω
%削
減
、
ぱ
興

z・
内
刊
一
加
の
初
日
同
縁
結
、
な
と
を
内
容
ご

ざ
る
防
衛
官
事
を
ど
ヲ
仁
勺
『
一
れ
に
J
ヲ
て
・

ド
ル
を
茎
純
通
貨
ど
す
る
国
際
的
信
阿
部
厚

か
品
開
場
し
、

こ
れ
か
、
、
ド
ル
・
イ
ン
ヴ
レ
の

舵
判
官
ピ
な
り
、
各
国

m
イ
ン
フ
レ
串
物
油

、
J 

を
招
く
こ
ど
ど
な
ヲ
れ
い
e

ぬヨ
オ
f
ル
・
シ
ョ
ッ
プ
;
:
ベ
ト
ア
ム
ナヒ

は
じ
め
ど
寸
る
民
板
併
し
取
の
間
引
い
の
四
日
掲
の
，

申
で
、
中
近
実
話
回
め
民
校
主
沌
で
¥
-
れ
ん

高
ま
リ
、
し
か
わ
世
界
イ
ン
ヴ
レ
の
中
で

石
油
価
泌
が
あ
だ
り
は
い
頂
実
に
対
し
て

夜
遅
・
国
イ
ン
フ
レ
に
氏
じ
れ
い
修
正
Y
一
し
て

め

一
閣
内
悼
む

g
命
と
し
て
あ
ヴ
氏
。

そ
し
て
向
付
十

寸
イ
ス
ラ
エ
ル
免
何
時
政
事
に
反
対
し
む

い

国
に
は
石
油
を
一
定
ら
な
い
L

依
婦
と
・
活
ハν
つ

け
て
打
ち
出
ざ
が
れ
。
ご
め
れ
け
片
品
川
れ
の
す

一

決
す
イ
ル
・
シ
ョ
.
ヴ
ケ
叫
、
そ
が
ま
で
才
一
ニ

百
聞
が
の
石
迎
な
と
音
源
の
収
奪
の
つ
、
λ

一km

E
F
一

」

ヴ

1
2

十

t
a

て
き
に
資
本
主
義
体
制
の
存
立
λ

J

む
の
を
脅
す
む
の
と
な
?
任
。
震
に
竹
買

/6 



の
ア
ニ
次
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ヴ
ケ
は
、
イ
ヲ
ン

革
命
ど
逸
'
動
し
・
閉
山
眠
時
石
鴻
資
本
(
ズ
ジ
γ

l
)
め
支
配
を
〈
す
し
・
産
油
国
自
身
が
笠

彦
、
告
別
通
の
支
配
権
主
搾
る
方
陶
へ
ど
震
に

前
進
し
て
い
るの

危
機
の
め
り
切
り
策

全
保
障
i
完
備
制
管
捜
』

ご
れ
に
対
抗
し
て
‘
世
界
資
本
主
義
特
注
界
体
制

は
.
ア

xり
力
帝
国
主
リ
去
を
中
札
に
し
な
.
か
、
り
(

ア
メ
リ
灯
に
.
代
わ
る
資
本
主
主
紙
回
が
存
在
し
な
い

の
で
)
、
信
殿
を
の
リ
切
る
仁
め
に
、
サ
ミ
ザ
ト
〈

t

.

，‘，，
f

・E'

先
進
国
首
脳
会
議
〉
な
む
に
よ
る
寸
調
整
L

に
よ

ヴ
マ
、
間
短
期
低
ゆ
を
強
め
な
が
ら
、
他
方
で
は

J
不

申
搾
渡
し
に
一
不
J

ぐ
れ
る
よ
う
に
吋
社
会
主
義
国
ι

A
W

冗
倣
を
司
相
り
け
な
だ
っ
そ
♂
体
制
三
時
縞
を

あ
ご
な
η

て
い
る
，

L
rし
‘
ご
う
し
行
中
で
む

白
'
初
頭
験
慰
問
明
訓
附
怒
は
じ
め

B
V不
足
清
度
防
怖
に

み
ら
れ
ゐ
よ
・
つ
に
資
本
主
長
国
制
め
ず
方
組
‘
対
立

が
強
ま
フ
て
い
る
の
が
摂
実
化
。

ご
め
中
マ
‘
臼
本
帝
国
王
義
は
.
ヨ
i
口
口
川
パ

で
ゆ
E
E
C
m
よ
う
に
ア
ジ
ア
で
め
安
足
ど
し
て

宜
保
体
制
的
侵
略
的
反
革
命
的
強
代
に
の
リ
ド
い
い

し
て
い
る
。
ご
め
申
で
打
ち
広
々
に
れ
て
い
る
の
が

ふ
…
い
ゐ
口
安
全
保
障
i
危
機
山
宮
恕
乙
一
h
L
J

あ
け
一
キ
の

磁
汚
め
む
と
で
政
活
経
清
‘
社
会
、
、
支

K
.
数

奇
心
む
の
あ
ら
ゆ
る
介
野
で
の
再
編
を
あ
ご

U
あ

、
つ
ど

L
て
い
る
。

/7 



H
W
ま
ぐ
る
し
い
軍
鎌
鉱
滞
恨
の
動
き

ど
〈
に
、
軍
帰
拡
張
を
め
ぐ
る
動
さ
は
め
ざ
ま

し
い
む
の
が
あ
る
。
日
米
安
保
体
制
的
む
ピ
で
.
ア

X
M
M川
怯
的
出
明
代
わ
り
を
強
め
「
日
米
防
衛
川
怖
か
指

門主
2.防

針
L
(
十
年
〉
に
そ
ヲ
て
日
米
立
ハ
同
作
紋
体
制
の
強

化
笠
婦
を
す
す
め
て
い
る
.
今
算
2
同
め
大
平

洋
合
同
軍
皐
渠
白
(
り
ム
ヴ
ワ
〉
に
は

V
Aよ

臼
衛
隊
が
易
相
し
た
.
そ
L
て
、
い
ま
伊
日
本
の

健一喝

在
日
米
軍
基
桝
へ
は
.
韓
国
‘

A
S
E
A
N諸
国
な

ど
の
索
魚
ア
ジ
ア
の
み

ωら
す
中
渠
で
あ
れ
、

ど
ご
の
間
以
で
あ
れ
米
軍
の
出
撃
ぬ
点
ゾ
)
し
て

殺
代
ざ
れ
て
い
る
。
事
実
・
あ
の
夫
削
減
川
起
の
ど

'
ぎ
に
・
そ
の
抑
圧
の
た
の
‘
ア
メ
リ
ガ
ぽ
急

m.

5
3
A
〈
室
政
司
令
一
地
V
2
機
を
暴
〆
ギ
納
基
地
に

配
備
し
偵
察
に
あ
て
れ
い
ご
ど
は
周
知
の
こ
ど
で

あ
る
，こ
っ
し
行
中
で
、
白
民
吹
阪
府
ぼ
防
節
子
積

め
噂
穏
、
前
界
ぽ
一
重
FEm度
業
の
ほ
点
人
・
武
器
鱗
出

が
リ
吟
依
存
制
ま
で
、
王
張
ず
る
に
歪
フ
て
い
る
。
ヴ
一

、
っ
し
ド
ト
恥
知
美
じ
は
・
従
来
の
特
国
を
は
じ
あ
と
す
る

経
済
品
開
略
的
、
フ
え

F
に
?
て
‘
自
衛
隊

mF鴻
外
派

什
併
の
道
を
き
り
聞
き
・
紋
争
体
制
的
準
備
を
寸
す

め
て
い
く
む
の
で
あ
る
，

向

ω
日
米
防
衛
dmれ
指
針
;
:
:
げ
の

Eoo同
に

焚
足
し
た
白
米
仲
間
徐
協
打
点
在
民
宏
、
ず
「
事

富
山
時
(
つ
ま
り
括
州
事
)
に
標
し
て
の
日
米
仲
代

同
作
紘
め
げ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
決
定
す
る
」
を

目
的
に
し
て
様
釘
ざ
れ
と
結
咋
'
ザ
c‘

wz-川

白
押
川
臼
、

日
米
寝
室
深
噂
協
議
長
長
会
で
正

18 



式
に
『
ホ
諒
さ
れ
た
)
そ
の
内
容
は
‘
ご
が
ま

で
の
日
米
は
八
時
作
献
が
規
行
安
保
来
約
に
わ

ど
.
づ
き
・
直
接
に
・
は
わ
が
国
八
め
武
力
点
撃
・

が
主
じ
ト
持
「
い
の
か
一
限
定
ざ
が
て
い
た

-m仁

対
1
て
、
①
殺
踏
の
未
然
防
立
.
@
臼
・
忘
仁

、
討
す
る
吋
武
村
点
ぜ
・
の
お
そ
れ
z

の
あ
る
埼

g
k拡
張
し
び
れ
.
一
更
に
③
日
本
以
外
mw
騒
索

に
わ
け
る
事
熊
で
日
本
め
安
全
に
'
重
零
な
わ

川
智
聞
を
あ
わ
ト
え
る
場
合
ま
で
曾
・
れ
し
こ
ど
ど
な
ゥ

にい

e

こ
れ
ば
‘
叫
県
行
安
保
条
約
の
実
質
的
♂

-
か
広
と
い
え
る
む
の
ち
あ
る
.

Q
閉
山

U
A
S
E
A
N
-・
:
・
象
衛
ア
ジ
ア
諸
国
透

ゐ
ロ
の
略
，

hγ

イ
・
イ
ン
ド
、
不
シ

γ
、
シ
ン
J

汀

ポ
ー
ル
.
ブ
ィ
り
ー
ヒ
ン
め

SWF
国

マ

パ

ト

ア
ム
級
争
当
時
・
作
例
穿
仁
茂
仕
ハ
阿
盟
ど
し
て

結
版
ざ
が
任
。
パ
W
兇
級
協
打
の
促
進
、
@
在

〈
玉
保
障
、
③
紅
清
は
り
術
・
交
代
的
各
分
野

で
の
相
豆
拷
財
を
課
題
に
し
仁
じ

敗
政
危
機
め
深
刻
ぎ

そ
し
て
貯
諒
定
時
は
械
占
本
低
の
不
況
M
M
虫

家
的
結
果
γ)
し
て
、
固
定
財
政
m
紛
%
'
系
リ
を
国

債
パ
慣
行
し
(
ご
れ
は
下
手
不
験
予
l

国
交
総
動

員
体
制
下
め
い
的
年
め
ハ
H
d
μ

に
匹
敵
す
る
)
一
そ
の
緊

待
竪
ロ
削
ぱ
、
回
初
訪
年
度
去
に
削
ハ
料
開
に

ι廷
し
て

い
る
。
ご
-
つ
L
丘
中
で
‘
増
税
〈
一
削
削
減
管
緩
め

導
入
な
と
‘
福
祉
印
り
す
て
‘
行
日
サ
ー
ビ
ス

m

切
り
下
げ
‘
そ
し
て
小
九
一
実
智
品
渡
ょ
げ
は
む
の
は

撃
を
い
り
け
て
〆
¥
る
二
ど
は
此
歪
で
あ
る
，

/9 



労
働
者
に
犠
牲
を
畑
作
し
つ
け
る
『
減
量
経
営
」

ま
た
‘
「
経
済
安
全
ω
碍
一
斗
ピ
持
術
江
田
m
逗」

を
キ
ヤ
ヴ
チ
プ
レ
1
1〈
仁
、
原
子
灯
、
航
空
、
宇

宙
産
喋
な
ど
を
紋
略
奪
呆
ど

L
な
が
ら
想
定

位
m
産
業
横
道
企
広
一
線
げ
す
す
め
吟
れ
よ
、
つ
ど
し

て
い
る
・
ご
う
し
K
中
で
「
滅
歯
車
経
営
L

け
よ
?

て・
A

守
口
沼
化
倒
産
い
ご
}
ザ
働
宕
へ
め
犠
牲
岬
し

つ
け
が
あ
こ
む
わ
れ
て
い
る
。

‘
強
ま
る
権
利
侵
害
と
ウ
ア
り
ジ
ォ
代

一
安
に
、
労
働
運
動
を
ぬ
ス
る
労
働
基
事
法
政
雪
山

の
'
敷
ぎ
が
あ
り

協
同
代
最
高
萩
判
決
や
〈
玉
趨
マ
ル

生
運
動
へ
の
索
烹
高
私
利
漢
に
み
ら
れ
る
司
法
め

反
動
化

b
F
7撒
さ
弾
圧

υむ
、
民
主
的
ド
権
料
の

川
市
害
ど
ブ
γ

ヮ
シ
ナ
代
が
す
す
ん
で
い
る
。

反
合
・
反
怨
占
・
反
権
力
の

闘

υ
の
先
顕
に
立
と
う

ご
の
よ
う
に
‘
品
問
機
め
リ
印
リ
宗
と
し
て

、
自

民
只
阪
府
が
謡
席
安
定
弘
Y

教
を
背
景
ピ
し
て
ノ
~

わ
え
て
〈
る
政
争
準
備
、
冨
由
主
義
‘
ブ
y
り
シ

ョ
化
、
一
恨
ん
訓
点
勢
φ
強
ま
り
に
判
別
し
て
.
こ
め
危

機
を
げ
働
者
♂
闘
い
の
十
ャ
ン
ズ
と
し
て
ど
ら
え
・

全
面
的
な
反
汁
習
を

~1む
こ
ん
万
二

3
m

で
.
闘
う
労
働
者
ど
の
護
帯
社
ハ
畷
を
強
め
て
い

ご
う
。
ご
つ
L
f
ご
ど
は
.
同
盟
、
工
門
戸
・
ゴ

C
を
中
氏
に
総
評
中
安
を
も
ま
タ
こ
ん
で
ー
す
寸
ゐ

つ
つ
あ
る
お
要
的
狩
戦
統
一
を
打
ち
砕
い
て
い
く

た
め
に
む
ほ
即
時
ど
。



私
た
ち
す
一
伺
主
婦
人
は
‘
ご
め
一
険
会
辰
徳
↑
口
、

戸
陵
町
慌
力

a
闘
い
の
先
頭
γ
い
立
ど
、
フ
。

白
闘
い
の
方
針

職
場
再
建
の
闘
い
の
先
顕
に

ま
周
年
婦
人
は
立
と
、
フ

労
働
省
主
体

m
路
城
南
市
悼
の
闘
い
は
・
i同
の

お
外
貨
章
一
遅
配
む
い
」
に
一
広
ざ
れ
る
よ
う
に
厳
し
い

摂
.
状
の
中
に
あ
る
。
仇
似
占
日
本
鋼
管
m
宍
述
惇
ai‘

、
市
中
ハ
孟
殿
機
関
め
取
り
引
き
停
よ
な
ど
仁
加
え

ご
め
閉
・
調
島
品
質
め
泳
ぎ
‘
符
清
計
五
閉
め
畏
直
し

な
沿
道
一
下
殺
り
長
(
丈
板
間
萩
炭
車
中
ハ
部
〉
仰
心

ど
で
.
司
涜
権
力
♂
介
入
に
よ
る
ご
白
人
生
会
な
い
け

ら
控
除
一
人
し
と
い
、
っ
宗
'
動
が
あ
ご
い
川
わ
れ
て
い
る
。

ど
ご
ろ
で
労
働
壱
主
体
の
撒
渇
詞
廷
と
は
何
.

か
。
青
年
婦
人
が
臨
場
底
建
の
鼠
い
の
失
致
に
泣

了
に
め
ド
、
そ
め
異
体
的
ト
は
内
容
に
つ
い
て
討
論

を
深
め
て
い
ノ
ヘ
学
芸
が
ぶ
る
ド
い
ろ
っ
。
左
足
ヰ
訴
は

部
員
数
向
今
な
ざ
‘
鴻
人
誌
は
吉
岡
〈
マ
代
な
む
の
国

血
管
克
服
し
て
総
埼
再
建
の
闘
い
ユ
脅
的
な

η
ど
な
る
治
'
恥
却
を
一
属
国
強
め
て
い
か
な
け
れ
は
な

『
わ
な
い
G

ま
た
青
年
婦
人

m
a
t
定
宿
利
&
得
に
つ

い
て
わ
・
春
闘
・
一
髪
一
、
杖
同
町
年
玄
関
い
ほ

ど
を
遜
じ
て
お
こ
な
ヲ
て
い
く
此
零
が
あ
る
。

青
年
部
に
つ
い
て
は
‘
前
期
の
治
'
玲
友
引
で

あ
，
わ
い
「
定
着
で
き
6
E
3が
い
の
あ
否
職
域
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づ
く
り
」
「
失
輩
ど
の
玄
次
回
絡
し
め
方
向
を

E

に
め
ケ
し
て
い
く
雀
廿
が
あ
る
，
験
問
民
法
的
関

い
の
意
義
を
す
〈
刀
仁
一
皮
僻
し
て
い
く
活
動
を
強
め

な
が
‘
り
.
あ
互
い
の
臼
常
的
な
信
頼
を
深
め
て
い

こ、
2
1
t
ニ
室
し
ど
い
う
面
で
は
・
賃
金
遅
配
ド

み
九
れ
-K
よ
う
に
厳
し
い
現
宮
中
で
は
、
生
主
¥

が
い
A
W

あ
る
蟻
潟
、
つ
く
り
ど
は
労
働
知
人
一
口
の
原

点
に
た
ら
闘
い
・
労
働
す
る
ご
ど
♂
殺
し

-T¥

daし
さ
を
あ
豆

νに
立
山
積
し
て
い
ぐ
中
で
か
ち
依

れ
る
で
あ
ろ
う
，

そ
し
て
・
ご
・
っ
し
行
者
時
部
活
動
を
畑
一
し
す
す

め
る
た
が
に
青
年
婦
人
か
磁
場
で
の
組
合
活
動
、

主
産
治
併
で
信
頼
さ
れ
拘
ど
な
る
事
灯
を
強
め
て

い
く
ど
ど
む
に
工
科
一
部
全
俸
の
リ
活
動
に
む
婚
は
惜
引

に
号
加
し
て
い
ど
う
e

党
、
践
の
青
年
晴
人
と
の

交
流
・
団
結
を
強
め
よ
・
フ

ご
め
閉
め
犯
協
を
ど
り
ま
く
情
耕
一
ぽ
、
か
ゥ
て

な
い
ほ
む
に
厳
し
い
む
の
か
あ
る
。
活
パ
b

口
問

mm

点
組
合
で
あ
る
田
中
機
被
安
部
に
討
す
る
一
昨
昇

〈

Y
Z
)
q
m門
ぼ
日
的
自
さ
成
産
な
撃
ア
そ
し
て

昨
丘

6
R
n
臼
の
暴
行
的
強
制
裁
行
・
安
川
瀬
工
作

=
附
♂
坊
転
・
そ
の
工
場
跡
内
m
マン、
γ
ョ、
/

J
込
山
保

問
題
を
め
ぐ
る
工
川
崎
遣
い
広
し
薬
品
知
、
女
条
ふ
雌
箆

安
部
ド
し
対
す
る
丈
阪
工
場
閉
鎖
な
慰
そ
中
安
草
地
内

安
部
♂
知
総
mm体
広
野
手
‘
更
に
は
、
実
襲
撃
作
所

支
部
で
の
天
限
府
保
証
協
会

.
K阪
市
保
弘
協
会

ぴご

工玄 よ
雪P3L
;i忌
二与を
〉巷岳彦
任 i奪
'芳工三
{瞥撃
i車 f正
妻h む
を
様、で

ミZ
d-' tご

3き
22 



そ
う
と
す
る
即
興
事
の
狙
い
が
あ
る
。

「
浴
室
替
f
k
・
4
2口
市
泊
代
・
倒
産
な
ど
の

嵐
が
強
ま
る
中
で
、
場
バ
の
附
九

mm浮
世
前
の

mw
い
A
W

中

で
つ
〈
リ
出
ざ
が
で
き
↑
に
コ
戸
内
伽
義
へ
の
犠
ね
鉱

域
を
許
ざ
す
‘
回
結
慌
慨
を
ぽ
慢
し
所
内
一
働
者
自
h

m

η
セ
臓
品
川
を
守
る
L

と
い
う
闘
い
は
、
〈
王
国
れ
は

浅
田
を
あ
.ひ
る
む
の
ど
な
?

7
い
る
.

わ
+
に
し
↑
に
ち
路
城
再
逮
め
蔚
い
れ

γ
問
中
、
実

資
ど
の
主
産
面
で
め
連
指
を
¥
ち
の
‘
間
協
の
闘
い
F

庁
っ
そ
の
闘
い
に
安
ス
ら
れ

励
ま
ぎ
れ
て
お
』
た
。
特
に
田
中
地
検
支
部
の
新

日
鉄

・
三
苓
銀
行
閉
経
怖
に
よ
る
減
産
ど
の
騒

い
i
脇
潟
占
拠
、
白
主
主
産
m
開
明
い
は
.
港
A
判
明
ギ

ど
ヰ
'
に
す
寸
み
.

議
組
会
ロ
の
中
で
わ
権
力
'
的
問
占
ピ
♂
点
院
の
最
先

山
明
の
間
引
い
ど
し
て
集
中
し

K
弾
圧
点
容
を
う

け
、
か
つ
は
ね
か
え
し
ア
勾い
る
闘
い
と
し
て
あ
る
。

，
徒
ヲ
て
.
問
中
終
日
州
支
部
の
鼠
い
は
.
私
+
に
九
日

時
制
他
局
↑
再
建
の
闘
い
に
む
大
♂
く
影
響
閉
す
否
む
め
ち

あ
り
.
ブ
て
め
勝
利
め
ぎ
し
立
ハ
に
闘
フ
て
い
か
な
け

ー
ま
よ
、
フ
、
4
1
0

‘.1島

f
t
4
1
2
F
+
1
t

，

若
年
時
人
的
れ
は
.
田
中
出
向
日
制
を
は
じ
め
ど
す
る

争
議
紹
八
一
口
め
拷
利
を
め
、っ
し
‘
ぎ
合
同
や
州
八
一
民
の

五
日
婦
部
、
青
年
・
婦
人
ど
め
交
流
を
引
改
め
陀
防

法
世
需
の
闘
い
へ
の
よ
り
一
層
め
寸
一
時
凶
慌
が
此
雲
で

あ
る
。
そ

t
て

同
協
主
同
誠
治
験
の
機
能
停
よ
ど

ゃ
っ
回
総
な
条
件
を
克
服
し

・
間
印
刷
の
す
一
阿
丘
一時
人

の
立
ハ
同
行
動
的
実
現
に
印
け
て
露
関
し
て
い
か
な

け
似
ば
な
ら
な
い
a

そ
の
ι
に
め
に
む
‘
私
+
に
ら
自

身
の
青
域
活
動
の
力
め
伺
ょ
が
必
零
で
あ
る
。

主
同
底
部
で
は
.
問
中
憎
い
州
日
度
実
属
怖
の
泊
ま

2~3 



り
・
汁
大
賀
め
ロ
官
一
保
み
場
、
戸
集
食
な
む
め
日
常
活
動

を
強
め
場
人
部
で
は
‘
昨
疋
そ
し
て
b
フ
兄
ど

2

国
に
わ
た
，
て
お
ご
な
フ
て
多
作
・
ト
パ
ザ
!
を
尚
一
じ

て
の
地
瓶
、
間
単
産
め
時
人
ど
の
交
流
通
一
等
・
め

意
義
を
民
政
認
し
ご
♂
緩
の
催
し
へ
え
箱
崎
的

零
細
を

t
て
い
ご
う
.

舎
に
・
膏
日
時
都
ど
1
て
の
学
習
企
-A
集
会
な
じ

め
叡
リ
組
み
を
す
る
中
で
・
間
協
の
青
年
婦
人
と

め
交
流
を
考
え
て
い
く
は
雲
が
あ
る
ぞ
守
つ
フ
。

反
独
占
・
反
権
力
の
闘
い
を

強
め
よ
う

鈴
木
政
ほ
の
鮫
争
遺
・
繍
軍
国
王
表
代

7 
7 

サ
シ
す
代
反
れ
別
段
豹
n
m
強
ま
り
の
出
マ
青
年

一
婦
人
が
夫
一
路
一
九
五
?
て
ご
め
ぬ
前
年
γ例
W
Uト

F/ 

11: 

占
、
安
権
力
め
闘
い
を
全
包

め
仲
間
γ

♂
帝
!
シ

問
お
う
。
わ
亡
し
ト
ハ
ち
め
賎
山
崎
T

再
建
め
闘
い
十
む

司
沼
海
力
を
利
用
し
ト
い
宣
梨
合
理
代
ど
の
開
制
い
で

あ
る
こ
と
を
ほ
設
す
る
は
ら
‘
皮
按
占
一
尺
探
刀

め
思
い
な
〈

L
て
ぞ
め
時
利
の
履
ず
む
あ
り
-
7八

な
い
ご
ど
は
閥
、
り
い
付
で
あ
る
。

三
宮
皮
.
日
制
連
帯
・
反
原
定
時
吠
1
V
長
別
事

例
・
料
税
い
悼
む
都
選
解
絞
め
鼠
い
‘
側
阿
部
新
空
港
淀

、
対
反
対
の
開
明
い
・
労
基
法
夜
更
反
対
の
弱
い
な
貯

の
課
題
に
主
尽
ヰ
場
人
の
自
主
性
.
行
動
刀
を
宍

渇
し
て
取
り
組
む
、
っ
。
マ
で
し
て
‘
の
引
国
際
反

紋
デ
ー
な
む
の
統
一
行
動
に
つ
い
て
じ
積
打情的ドい

考
加
L
て
い
ご
う
。

( i ) 

け
十
た
い

rνTeHr.
J 
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三
回
+
一
成
農
民
は
.
新
東
京
国
際
空
潜
」
士
二
宝
塚

空
海
)
法
誌
に
よ
る
一
方
的
な
農
兇
ど
り
あ
げ
.

人
権
じ
ゅ
・
つ
リ
ん
に
反
対
し
.
応
年
ド
む
わ
k
・9

て
反
権
力
の
安
打
開
制
弘
幸
を
闘
い
つ
‘
つ
け
て
い
る
。

臼
口
円
台
た
良
府
は
・
之
年
前
(
暗
算
・
・
〉
の

3
問
、

管
制
措
占
拠
を
は
じ
め
と
す
7
9
人
民
の
闘
い
の

前
ド
一
泡
は

・
開
港
を
断
念
せ
ケ
る
を
え
な
か

ヮ
↑
に
が
・
そ
の
年
の
ち
問
、
犠
打
m
弾
圧
体
制
で

四
千
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
一
本
ド
よ
る
開
湾
を
強
行

L
任
。そ

れ
以
降
・
政
府
・
ハ
ム
回
は
二
期
工
事
(
様

嵐
、
、
補
助
滑
走
路

2
4や
め
建
設
工
事
)
着
工
を
め

ゼ
エ
.
ぺ
一
ア
ン
的
な
っ
話
し
合
い
」
や
寸
農
協
移

転
問
題
」
.
岡
田
用
水
な
む
の
農
業
基
盤
整
得
暴
業

を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
、
一
ニ
受
浅
・
芝
心
遣
一
省
主

活
反
対
向
閥
単
A

山
間
リ
崩
し
を
悩
フ
て
い
る
。

L
か
じ
‘
一
ニ
一
笠
浪
曲
旋
回
代
ぽ
「
開
港
し
ど
い
う
際

政
事
実
に
屈
せ
ず
・
騒
音
附
八
一
紘
ど
闘
い
な

rb‘

廃
品
ぽ
に
如
け
て
闘
い
つ
e

つ
け
て
い
る
。
ま
た
.
動

労
ジ
ェ
ヴ
ト
燃
料
給
料
送
開
よ
め
闘
い
を
は
じ
め
と

す
る
労
農
連
帯
の
闘
い
三
回
之
内
所
レ
γ

ド
パ
ー
ジ

ど

ω
闘
い
、
そ
L
て
バ
イ
ヴ
ラ
イ
ン
出
線
住
民
の

闘
い
な
む
.
全
国
伊
労
働
者
学
生
‘
市
民
の
建

議
市
変
電
磁
の
競
い
む
粘
り
強
く
開
制
わ
M

れ
て
い
る
。

ご
う
し
丘
中
で
当
面
・
ゆ
向
に
マ
ザ
ム
疋
ざ
れ
て

い
る
対
政
府
l

運
輸
省
へ
の
抗
議
行
動
を
は
じ
め

労
農
漕
等
竺
斗
場
か
、

2
E保
闘
争
八
♂
努
加
を

強
め
与
つ
，

25 



務 (2)
め

回 日
朝
事
ゴ
闘
い

韓
国
で
は
，
〈
王
込
燃
が
犬
統
領
、
の
庄

を
か
す

ω
ど
り
・
軍
部
根
拠
ブ
7

v

シ
ォ
政
芯
が

強
ま
ヲ
て
い
る
，

5
p同
め
光
州
人
民
的
只
主
代
的
鼠
い
は
.
さ
の

アァ

γ

シ
ォ
政
治
に
対
す
る
韓
国
人
民
♂
一
宮
守
、
ど

L
て
つ
づ
い
マ
ミ

F
Zゑ
mv

闘
い
で
あ
る
。
こ
♂

闘
い
に
対
し
て
‘
笠
斗
漁
は
、
全
国
ド
ト
ボ
厳
マ
を

ひ
三
知
名
の
ふ
η
敬

意

市

尺

を

虐

殺

し

主

丈

中
氏
を
は
じ
め
ろ
く
m
民
主
人
士
を
訟
中
に
ご
り

え
る
い
は
U
m向
養
学
を
お
こ
な
?
すに
d

日
本
政
府
は
・
こ
の
(
ヱ
込
燥
を
支
持
し
‘
政
活

経
清
‘
軍
事
よ
で
A

山
テ
コ
入
れ
を
お
こ
な
ョ
て
い

る
9

し
か
む
壁
代
め
自
民
党
政
・
府
は
・

m引
鮮
民

族
の
そ
'
散
で
あ
る
南
北
'
'
一
次
一
そ
的
U

L

J

J

J

J

:

5
r
の
で
あ
る
。

こ
う
し
仁
い
中
方
、
日
本
政
府
の
斗
川
和
創
刊
以
震
の

続
投
↑
在
来
め
・
朝
鮮
の
白
主
的
一
平
和
絞

一を良一ドト

L

韓
国
仇
民
主
代
的
闘
い
に
連
帯
す
る
闘
い
き

強
め
よ
う
。
w
来
百
一
一
的
課
題
ピ

L
て
、
金
大
中
れ
を

は
じ
め
ど
す
7
0
韓
国
め
民
主
人
士
八
的
弾
圧
を
許

ざ
す
、
人
王
斗
殺
め
暴
竿
を
許
さ
な
い
闘
い
乏
ま
3

お
こ
そ
う
，

(3) 

反
一
昨
宍
め
問
闘
い

原
認
め
同
市
内
尺
は
、

政
府

明
占
の
「
石
油
の
パ

管
工
ザ
ト
ル
ギ
!
聞
が
代
い
↑
あ
る
い
は
よ
ω
年
代

f
h

略
産
業
L

め
か
け
声
の
し
U
ど
ト
強
力
に
す
す
わ
っ

つ
あ
る
，ェごh

d

‘

日
本
J
「
山
門
レ
人
J
1
2

…-
U

目

d
b
l

r、f、
どり



つ
つ
あ
り
東
南
ア
ジ
ア
八
め
小
笠
原
交
続
出
構

想
、
彼
自
の
絃
燃
料
サ
イ
ワ
ル
の
域
立
を
め
ず
す

に
至
ヲ
て
い
る
。
そ
L
て
‘
一
向
mv
授
工
場
の
建
設

に
ど
も
な
う
廃
安
物
を
↑
在
宅
浮
に
す
て
よ
う
ど
し

て
い
る
.

原
発
閉
廷
は
・
放
射
能
汚
安
め
深
刻
ざ
そ
の

軍
季
判
明
に
よ
る
校
、
妻
京
の
道
を
切
リ
ひ
吟
〈
ご

ど
、
古
間
療
な
け
{
品
川
一
科
会
代
・
な
い
}
許
す
ご
ど
の
で

与
な
い
む
め
で
あ
る
・

か
っ
算
♂
原
水
一
祭
広
島
大
会
J
C

ウ
ラ
ン
校

mm・

原
発
・
品
mr
理
工
場
は
む
で
そ
労
働
者
被
ぱ
く
の

増
大
・
校
射
能
汚
安
め
深
判
的
代
.
域
拡
散
に
討
さ

る
反
対
決
議
.
が
ほ
仰
い
ざ
れ
-v

い
い
こ
ど
に
み
勺
れ
る
よ

う
に
、
全
国
の
夜
原
貨
の
蓮
動
ば
わ
り
あ
か
り
を

か
せ
て
い
る
。

払
+
に
ら
は
丈
際
軍
縮
協
を
け
げ
仁
川

rR原
誌
を

間

V
つ
仲
間
ど
連
帯
し
‘
反
原
資

ω
除
り
紹
h

の
を
は

じ
め
よ
、
フ
，

ω
妓
i

山
差
別
誌
判
糾
弾
の
闘
い

司
法
海

ηは

2
H
7日
決
心
差
別
数
料
の

十
向
者
翠
だ
に
棄
却
ど
い
う
許
す
P

二
」
の
で
タ
な
い

鼻
持
一
平
を
ト
出
ご
な
?
任
。

T
Z
o
o月
9
日
田
空
口
同
誌
は
.
才
二
審
実
主
口
問

お
寺
尾
裁
判
判
長
め
っ
厄
川
一
雄
ざ
ん
へ
の
緊
期
懲

れ
は
判
決
L

を
引
き
っ
き
.
上
告
を
棄
却
し
た
。

27 

そ

L
て
、
今
回
ま
↑
に
わ
や
「
〈
王
て
の
事
実
情
問
べ

を
行
い
再
審
を
お
こ
な
え
し
ど
い
、
っ
戸
に
対
し

て
棄
却
で
む
?
で
氏
、
え
長
め
で
あ
る
，

邸
付
活
差
別
ゆ
え

仁

投
手
J

一
品
お
ー
い
似
わ
る
日
罪
名



を
一
ず
ッ
チ
工
，
T
、
つ
れ
に
石
川
さ
/
ん
は
・
円
リ
年
に
れ

ト
い
る
獄
中
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
無
期
懲
日
恨

の
判
決
は
紘
一
欠
政
ザ
ナ
ピ
い
う
べ
矛
わ
め
で
あ
る
。

っ
部
落
解
校
な
く
し
て
労
働
者
の
解
放
な
し
し
、

コ
宵
働
者
の
解
放
な
く

L
て
部
活
三
昨
敢
な
し
し

ど
め
視
点
か
、
旬
、
ザ
て
し
て
司
法
的
原
動

F
一打
ち
成

る
闘
い
ど
し
て
、

一
日
む
四
十
ノ
〉
語
、
蓄
の
綬
ヤ
空
間
い
を

こ
じ
あ
げ
質
実
め
石
川
ざ
ん
を
ど
リ
戻
そ
っ
。

(5) 

関
西
新
空
港
総
汁
安
汁
の
闘
い

日

μ
府
は
ベ
埋
め
立
て
に
よ
る
建
m
r
d
i

「
弘
見
境

義
工
」
十
あ
る
い
は
「
引
可
応
£
ぃ
γ
じ
を
主
張
ぜ
る

な
ご

こ
♂
閉
‘
関
一
山
新
・
宮
崎
設
)
誌
の
'
一
m
Fサゲ
イ司一円

ロ
ッ
ナ
に
す
す
め
よ
、
っ
と
し
て
い
る
。
関
西
貯
界

む
「
ぷ
一
的
叱
J
到
淀
下
の
行
サ
上
げ
L

「
悪
小
口
戒
対
案
」

の

ηγ
戸
'Dム
口
問
く
・
結
極
的
ト
ド
建
ぷ
を
減
退
一
し
ょ

つ
ど
し
て
い
る
。

そ
t
て
・
一
約
ド
に
け
め
「
環
埼
事
前
お
響
調
設
し

マ
本
豆
中
に
む
、
「
安
悩
川
津
空
港
の
閣
議
決
定
」

に
じ
九
三
J
U
う
ど
し
て
い
る
，

間一也
ι

新
{
h
L

沼、
t
k
め
ぐ
る
怖
が
η
J一一
r

一
望
大
ト
川
口
川
寸
前

を
迎
え
て
い
る
。

関
西
新
空
港
ぼ
・
間
一

πば
只
め
い
ま
b

叩
ど
く
、
わ
し

を
械
情
ゆ
す
る
の
『
か
は
、
わ
ず
軍
事
mw
点
ど
し
て
の

佼
割
を
回
米
↑
い
い
・
ザ
?
な
む
皮
ぽ
只
前
夜
労
働
者
約
い
は

む
み
で
す
a

三
つ
し
丘
中
で
集
州
キ
)
は
じ
的
大
阪
汚
洋
め

住
民
ど
達
成
し
大
阪
府
下
山
一
切
働
者

立
ハ
に

市
只
ピ

開
明
一
間
新
宮
滞
納
代
対
反
対
の
頃
い
に
、
一
以
↑
り
あ

が
ろ
、
つ
。
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(6) 

労
働
其
幸
寸
法
政
教
内
放
対
の
明
い

ご
め
点
撃
は
労
働
者
的
基
本
的
権
利
を
は
く

穿
ず
る
む
の
で
あ
る
e

ど
ぐ
仁
‘
仕
位
労
働
主
自
に

対
し
て
は
・
「
努
力
平
等
L
A
W
J

一
突
っ
泊
の
わ
ど
で
.
夜

用
動
詫
間
一
笈
よ
め
規
定
や
笠
建
休
蝦

m
規
定
を
は
守

す
れ
怯
む
母
は
終
場
・
立
性
め
抑
圧
授
化
労
働

条
件
め
品
出
品
化
を
む
↑
に
吟
寸
心
め
で
あ
る
。

ニ
ム
父
営
動
袴
体
制
を
ど
守
て
い
る
私
た
ち
め
職

潟
で
は
、
ど
〈
仁
ご
♂
労
基
法
改
定
め
問
題
は

身
近
で
あ
り
影
響
が
大
京
い
。

婦
人
部
を
実
頒
に
し
な
が
ら
青
婦
部
ど
し
て

む
反
対
運
動
ぎ
っ
く
り
あ
げ
て
い
ご
う
。

!
間
帯
8
4白
力
体

q

匡
;
い
い
引
N
て
1
;

以
よ
め
活
動
を
寸
す
め
る
に
あ
た
フ
て
従
来

あ
ろ
い
り
が
ち
で
あ
ラ
↑
い
い
「
劉
り
台
て
動
員
L

的

な
参
加
を
克
服
し
.
学
智
治
動
き
重
視
L
U
m
u
、り

白
質
的
な
取
り
組
み
を
可
寸
め
て
い
±
う
9

そ
の
止
め
ド
決
め
二
ど
を
考
え
で
い
ご
う
。

、l
'i
 
，，‘、

佼
員
体
制
め
強
化
ど
全
∞
興
で
つ
〈
る
土
岡
崎

F
4白
内

立
口
、

I
，
E
会

侵
口
興
体
制
に
つ
い
て
は

b

フ
ぬ
は
わ
強
代
し
て
い

〈
ど
ど
じ
仁
、
各
作
震
の
は
+
患
の
分
担
を
ぷ
り
訊

契
約
に
わ
ご
な
フ
て
い
く
弘
容
が
あ
る
。
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そ
し
て
、
部
員
組
互
め
定
士
山
疎
通
を
深
め
る
た

め
に
u

月
骨
一
休
み
伎
界
食
を
数
ラ
〈
む
ち

一
一
交
綜
日
勤

務
ど
い
つ
悶
殺
な
条
件
は
あ
る
が

山
川
一
容
，
に
点
じ

て
や
上
演
集
宏
を
開

F
.
全
員
が
努
加
し
つ
く
ヲ
て

い
〈
青
禄
部
一
泊
'
軌
を
あ
.
々
に
そ
っ
。

(2) 

「
春
宮
L

焚
行
に
つ
い
て

前
期
に
お
い
て
は
・
同
一
回
品
川
ヘ
!
ス
で
「
泰

一
前
回
」
め
受
行
廷
は
じ
め
.
不
十
分
な
ゲ
ら
青
一
時
部

治
'
執
の
現
状
を
伏
、
λ
る
ご
ど
げ
で
主
J
k
o

そ
の
取
累
の
フ
ス
に
・
立
?
て
、
速
報
は
や
熊
動

性
を
安
市
博
で
き
る
よ
、
フ
に
交
行
回
叡
を
増
や
す

M
l
η
-
n
が
必
雲
で
あ
ろ
、
っ
。

安
認
J

闘
い
ゾ
マ
め
津
慌
の
強
化

(3) 

従
来
・
主
向
付
部
長
を
通
じ
て

日
山
守
巾
的
じ
支
都

の
闘
い
の
現
状
を
授
制
附
し
て
き
れ
い
か
、

む
フ
ピ
精

峰
的
に
支
部
♂
闘
い
を
に
な
?
て
い
〈
ト
ぃ
的
に
機

閉
め
運
営
の
中
マ
一
定
の
佼
杭
を
翠
-v

に
す
ご
ど
が

で
き
る
方
向
を
A
W
ベ
L.J0.

拡
丈
執
行
会
畏

(9'1 

会
へ
の
斉
持
部
一
代
表
m
号
加
)

(4) 

そ
の
的

学
習
会
な
れ
)
め
開
催
に
よ
ヲ
て
、
青
~
一
脚
部
長
の

白
賞
ω
向
上
を
は
い
リ
フ
て
い
〈
。

30 


